
StrixVol､24,ｐｐ､201-203,2006

カルガモの魚類捕食に関する事例報告

水野千代

〒380-0826長野県長野市北石堂町1190

カルガモＡ"as』Doeai/bnALy77伽はユーラシア大陸東部のバイカル,ウスリー地方から中国を経て

インドまで繁殖分布し,冬は東南アジアに渡って過ごすものが一部いる．日本では全土でみられ，

北海道では夏烏であるが,本州以南では留鳥として分布する(中村･中村1995)．日本における本

種の食物はイネ科植物の種子,マコモz7za伽』a肋ﾉﾘ/固の根など植物質がおもであるが,ゲンゴロウ

Ｃｙ６航eM2po"たzﾉｓ等の水生昆虫,タニシなど貝類,スナヤツメＬａ”e”ｍ/伽Arz"ｿi/も知られてい

る(清棲1978,羽田1962)．また,長野県林務部(1993)によると,ハンターが撃ち落したカルガモが

ワカサギ没/どcQg/nss“a〃v巳ﾉﾘｉｓを食べていたことが報告されている．

筆者は,猟期にハンターによって撃ち落されたカルガモ１羽を譲り受けた.その個体はオイカワ

Zaccop(a卯usをくわえており,解剖によって胃内容物を調べたところ,計30匹のオイカワが飲み込

まれていたことを確認したので報告する．

カルガモが撃ち落された場所は,長野県長野市丹波島(36.37,Ｎ,138.11,Ｅ,標高356ｍ)の犀

川と裾花川の合流地点である.その地域は西から山間地を流れてきた犀川が長野盆地に出て川幅

が広がり,北から山間地を流れてきた裾花川が合流し,丹波島付近では川幅が約550ｍとなる場所

である.岸辺にはハリエンジユＲｂ伽必psezﾉdaaca伽,ツルヨシＦｌｈｎａｇ？7戒ｅｓノ圏po"/ｂａ,ススキ

Ｍ５℃a"z加s”e"曲などが生える.丹波島橋左岸側の河川敷内はグランドなどの裸地が多く，堤防

の両側は建物が連なっている.犀川本流は丹波島橋の上流で右岸から左岸へ蛇行し,その頂点付

近へ裾花川が流入している.合流する内側の左岸堤防から約150ｍの位置に潅水域(大きな水たま

り)があり,長さ約60,,幅約１０ｍ,水深30～50cmで裾花川とつながっており，犀川本流に近い南側

の岸辺は,橋脚を守るためテトラポットが置かれ,そのすき間に砂が詰まった状態で,その他の岸辺

は大人の握り拳大の磯であった.水中および潅水域の岸辺に植物はみられなかった．

カルガモは2004年２月５日14時に,潅水域から飛び立ったところを,ハンターによって３羽が撃ち

落され,そのうち１羽が当日１７時頃に筆者に届けられた.届けられたカルガモは半開きの口にオイ

カワを５匹くわえていた(図１)．消化器官を解剖した結果,食道からそのうに25匹飲み込まれてお

り,合計30匹のオイカワを確認し,また,オイカワ以外の食べ物は確認できなかった.オイカワはあま

り消化が進んでおらず,３０匹がほぼ原型をとどめていた(図２)．オイカワの測定値は標準体長31.7
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